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各  位 

「2017年５月期 第３四半期連結業績概要」のお知らせ 

「平成 29 年５月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に関する補足説明の資料として、

添付の「2017年５月期 第３四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料
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2017年４月５日
アスクル株式会社

2017年５月期 第３四半期連結業績概要

ＢtoＢのサービスレベルを守りつつ
全社を挙げてLOHACOの出荷能力拡大に注力

～組織体制強化とともに再発防止委員会を立ち上げ再発防止策を講じる～
～３Ｑ営業利益は計画達成、火災による特別損失を概算計上～

https://www.askul.co.jp/kaisya/


（ご注意）
本資料には、当社グループの現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに当社が計画･予想したものであります。
実際の業績などは、今後の様々な条件・要素により、この計画・予想などとは異なる場合があり、この資料
はその実現を確約したり、保証するものではございません。
なお、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における「LOHACO」とは、ヤフー株式会社との提携により2012年10月にスタートした一般消費者
向けのオンライン通信販売事業のサービス名称です。
「ＢtoＢ」とは、企業(Business)と企業(Business)との間で行われる取引を指します。
「ＭＲＯ」とは、Maintenance, Repair and Operationの略であり、この資料では主に企業が現場で消費する
間接材を指します。

当社は、2016年５月期連結業績概要より、新たに「ｅコマース事業」、「ロジスティクス事業」「その他」にセ
グメントを分けております。「ｅコマース事業」はＯＡ・ＰＣ用品、事務用品、オフィス生活用品、オフィス家具、
食料品、酒類、医薬品、化粧品等の販売事業を行っており、「ロジスティクス事業」は企業向け物流・小口貨
物輸送サービスを指します。

本資料の全部またはその一部（商標・画像等を含む）について、加工の有無を問わず当社の許可なく複
製および転載することを禁じます。
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Ⅰ 第３四半期実績

Ⅱ ASKUL Logi PARK 首都圏火災

①再発防止策

②出荷能力の復旧・拡大施策

Ⅲ 通期連結業績予想の修正
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Ⅱ ASKUL Logi PARK 首都圏火災

①再発防止策

②出荷能力の復旧・拡大施策

Ⅲ 通期連結業績予想の修正
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百万円 ％ 百万円 ％ ％

229,620 100.0 251,718 100.0 109.6

51,487 22.4 57,370 22.8 111.4

44,652 19.4 50,675 20.1 113.5

6,834 3.0 6,695 2.7 98.0

6,802 3.0 6,649 2.6 97.7

261 0.1 ▲ 10,191 ー －

7,063 3.1 ▲ 3,542 ー －

4,400 1.9 ▲ 2,925 ー －

売上高
比率

売上高
比率

前年
同期比

営業利益

売上高

売上総利益

16/５期 ３Ｑ累計 17/５期 ３Ｑ累計

親会社株主に帰属する

四半期純利益

税金等調整前

四半期純利益

販売費および
一般管理費

経常利益

特別損益

➢ 売上高
前年同期比109.6％
連結売上高 過去最高

➢ 売上総利益率
前年同期差＋0.4pt

➢ 四半期純利益
ASKUL Logi PARK 首都圏
火災による特別損失を
概算計上 101億円（次ページ参照）

受取保険金（最大額46億円）

は３Ｑ未計上

17/５期 第３四半期 連結業績

４



火災による17/５期３Ｑ連結業績への影響概算額

上記金額は概算計上のため今後変動の可能性あり
受取保険金（最大額46億円）は３Ｑでは未計上

災害損失の範囲 内容 金額

たな卸資産の滅失損 たな卸資産 25億円

取得時簿価（110億円）から算出した
２階・３階を再構築分引当金 固定資産

66億円

固定資産の滅失損ほか ７億円

従業員の休業補償ほか １億円

合計 101億円
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（注）受取保険金は、17/５期４Ｑ以降確定次第、特別利益
に計上予定

保険の種類 保険の対象 支払限度額

火災保険
建物及び構築物、
設備什器等一式

25億円

運送保険
製造、販売する商品、
製品等一式

21億円

【参考】保険に関する事項

６
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（％）

期初
計画

実績

（四半期累計）

17/５期 連結営業利益の状況

営業利益 ３Ｑ期間増益 累計計画を達成

（億円）

実績

前期
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16/５期
３Ｑ累計

億円 億円
前年同期比

％

2,037 2,151 105.6

235 328 139.6

2,273 2,480 109.1

22 36 159.6

2,296 2,517 109.6

99 112 113.1

LOHACO（下記を除く） △ 22 △ 22 －

さらなる積極販促 △ 6 △ 9 －

配送サービス進化 － △ 3 －
LOHACO △ 29 △ 34 －

70 78 110.5

△ 2 △ 3 －

68 74 108.7

－ △ 7 －

68 66 98.0

17/５期　３Ｑ累計

中計

物流センター固定費増

売
上
高

営
業
利
益

ＢtoＢ事業

連結合計

ＢtoＢ事業

LOHACO

ｅコマース事業

ロジスティクス事業・その他

ロジスティクス事業・その他

連結合計

ｅコマース事業

➢ 売上高
ＢｔｏＢ事業は前年同期比105.6％
LOHACOは火災の影響を受け
328億円、前年同期比139.6％

➢ 営業利益
ＢｔｏＢ事業は112億円 前年同期比113.1％

LOHACOのベース損益は前期と同水準

配送サービス進化（Happy On Time)の一時コスト
ASKUL Logi PARK 福岡・横浜の固定費増
は計画通り

17/５期 ３Ｑ累計 連結業績 【事業別】
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２月16日（木） 火災発生

２月17日（金） 他の６センター自主点検指示

2月22日（水） 火災鎮圧

２月28日（火） 火災鎮火

３月 ７日（火） 近隣説明会実施

３月14日（火） 消防庁・国土交通省が「埼玉県三芳町倉庫火災を踏まえた
防火対策及び消防活動のあり方に関する検討会」を開催

３月15日（水） 再発防止委員会設置

３月21日（火） 物流部門の組織変更

ASKUL Logi PARK 首都圏火災 事態の経過
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３/15 再発防止委員会設置
委員長：代表取締役社長 岩田彰一郎

消防庁・国土交通省の「埼玉県三芳町倉庫火災を踏まえた
防火対策及び消防活動のあり方に関する検討会」を受け

✓速やかに防災統括機能として防災対策の充実
社員の防災意識の向上を図る

✓ ３/23 第１回委員会開催にて以下事項を
確認・検討

①対応における課題事項
②延焼防止における課題事項
③未然防止・管理面での課題事項

11



再発防止委員会での再発防止策の指示

即実行 ・防火シャッターや各種報知
器、検知器の動作確認徹底

・電気系、通信系配線の防災
防火対応レベルの向上

・初期消火訓練、避難訓練の
想定内容の見直し

検討開始 ・法令順守に留まらない
防火設備設計

・業務の生産性と安全性を
両立できる体制の再構築

12
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ＢtoＢ
事業所向け
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ASKUL Logi PARK 首都圏の物量シェア

他６センター

ASKUL Logi PARK 首都圏火災のＢtoＢへの影響

他６センター

全体の

２２％

全体
ＢｔｏＢの

９％

ＢｔｏＢ

ＢtoＢはシェアが小さく、影響は限定的
15



名古屋センター（32,300㎡）

ＤＣＭセンター（80,600㎡）

ASKUL Logi PARK 首都圏
（72,100㎡）

大阪ＤＭＣ（73,000㎡）

ASKUL Logi PARK 福岡
（52,800㎡）

仙台ＤＭＣ（37,300㎡）

ASKUL Logi PARK 横浜
（50,000㎡）

★

ＢtoＢ復旧を優先し、他の６センターでカバー

ASKUL Logi PARK 首都圏火災のＢtoＢへの影響

16



商品数
拡大

（万アイテム）

1,000

非在庫ロングテール商品数を計画通り拡大

（計画）

17/５期

300万アイテムへ

0

100

200

300

95/５期 97/５期 99/５期 01/５期 03/５期 05/５期 07/５期 09/５期 11/５期 13/５期 15/５期 17/５期

2/20時点 実績

170万アイテム
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02/５期 05/５期 08/５期 11/５期 14/５期 17/５期
19

ＢtoＢ事業の売上高
磐石な成長を継続

東
日
本
大
震
災

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

計画・実績

2,920
億円
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LOHACO
個人向け
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ASKUL Logi PARK 首都圏の物量シェア

ASKUL Logi PARK 首都圏火災のLOHACOへの影響

他６センター

全体の

２２％

全体

LOHACOの

62％

LOHACO

主に
他１センター

※西日本エリアは
サービスレベル
に影響なし

LOHACOはシェアが62％と非常に大きい
20



大阪ＤＭＣ（73,000㎡）

ASKUL Logi PARK 横浜
（50,000㎡）

★

ASKUL Logi PARK 横浜から代替出荷開始
商品数と配送のサービスレベルは大幅にダウン

ASKUL Logi PARK 首都圏火災のLOHACOへの影響

ASKUL Logi PARK 首都圏
（72,100㎡）

※LOHACO専用商品も
一部在庫

※西日本エリアはサービス
レベルに影響なし

21



➢２/24～ ご注文をYahoo! JAPAN IDでログインした
お客様に限定

➢３/１～ 「５のつく日キャンペーン」の一時中止

➢３/21～ ご注文受付時間の短縮

➢今後 ご注文受付時間を徐々に回復

出荷能力減少にともなう一時的対応
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代替センターの開設により
出荷能力を順次拡大
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所沢

八潮

平和島

新砂

2017年４月
45,300㎡

2017年４月
23,500㎡

雇用の継続350名
2017年３月

5,400㎡
仮称)アスクルバリュー
センター(AVC)日高

2017年３月
２ヶ所で

11,700㎡

出荷能力拡大にむけた新センター立ち上げ

ASKUL Logi PARK 首都圏に
勤務していたスタッフの雇用
継続と早期復旧を最優先

ASKUL Logi PARK
首都圏

ASKUL Logi PARK
横浜

DCMセンター

24



① ＢtoＢはサービスレベルを維持しつつ、所沢、八潮、

新砂で出荷能力拡大

② ASKUL Logi PARK 横浜の出荷キャパシティを
LOHACOに振替

③ LOHACO出荷がメインの(仮称)アスクルバリュー
センター(AVC)日高の立ち上げ

④ ASKUL Logi PARK 首都圏の再構築検討開始

出荷能力の復旧・拡大の動き

25



全社的に物流・配送部門に
人的資源を集約し、早期復旧に注力

物流・配送部門の組織変更・人員増強

センターマネジメント

配送マネジメント

物流管理

ロジスティクスサービス

戦略調達１

戦略調達２

６部門／約80名体制

センターマネジメント

新センター開発

物流企画

戦略調達１

戦略調達２

物流管理

３月２１日より

８部門／約100名体制

配送マネジメント

安全管理

本部長役職 複数名の人材含む

約20名を増員

最強・最適なロジスティクス設計
専任部隊

ロジスティクス施設管理
専任部隊

26



安全を第一にいままでになかった
配送・物流・調達機能を構築

・新センターの立ち上げ

・安心安全で持続可能な配送物流ネットワークで

お客様価値の増大とＢＣＰ対応を目指す

・Happy On Timeの主要都市展開の実現を目指す

・ASKUL LOGISTはＥＣロジスティクスカンパニーを目指す

27



４/５時点 18/５月期２Ｑスタート時

Happy On Timeエリア拡大

渋谷（3/29）・品川（3/31）

今後の成長を牽引する当社独自の配送サービス
当初予定どおりサービスエリアを拡大

東京都

大阪府

北・福島・此花

17/５月期末

新宿・目黒・大田

西・中央・淀川・東淀川

23区全域へ拡大

24区全域へ拡大

千代田・中央・江東・港・世田谷

28



配送業界の変革期において独自サービスを展開

お客様 環境

ドライバー

お届け時間がわからない

無駄な待ち時間を
解消

一般的な宅配不在率

約20％

不在率約３％で

環境負荷を低減

過酷な労働環境

生産性向上で
処遇改善

ＡＩを活用し
サービス進化

環境・ドライバー
の負荷低減を実現

29
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（億円）

LOHACO
四半期別 売上高推移

17/５期３Ｑまでは順調拡大

出荷能力拡大が急務

代替センターを
早急に設置

前年同期比

144.0％
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2016年 2017年
８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

単位（人）

ソフトバンクとの連携により

新規お客様数が
従来比約倍増

出荷能力拡大後
さらに連携強化

LOHACO新規お客様数
※

の推移 ※Yahoo! JAPAN ID 利用者のみ

２/1～
ソフトバンクユーザー

ポイント10倍

12/1～
長期継続特典開始
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Ⅰ 第３四半期実績

Ⅱ ASKUL Logi PARK 首都圏火災

①再発防止策

②出荷能力の復旧・拡大施策

Ⅲ 通期連結業績予想の修正
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17/５期 通期連結業績予想の修正
16/５期

実績 従来予想 修正予想 増減額

億円 億円 億円 億円

売上高 3,150 3,480 3,350 △130

営業利益 85 95 80 △15

経常利益 85 95 80 △15
親会社株主に帰属する

当期純利益 52 55 未定 -

17/５期

✓ 売上高・営業利益・経常利益は火災影響を織り込み済
✓ 当期純利益は受取保険金含め未確定のため未定に変更
✓ 17/５月期末配当も「未定」に変更
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４Ｑにおける営業利益の減少要因

費用項目 金額

物流・配送の生産性悪化（センター24時間
稼働・手作業増加・エリア移管等による）

７億円

代替センター地代（５センター確保） ３億円

代替センター立ち上げコスト（消耗品等） １億円

合計 11億円

将来の収益極大化に向け
サービスレベルの復活を最優先
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LOHACO完全復活へ
そして第２世代のｅコマース№１へ

引き続き全力投球いたします
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付 録
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Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
増
加

Ｍ
Ｒ
Ｏ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
事
業※

に
よ
る
増
加

そ
の
他
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
等

に
よ
る
増
加

※ＭＲＯ・メディカル事業はLOHACO分を除いております。

（億円）
＋93

＋72＋41 LOHACO
売上高 328億円
前年同期差 ＋93億円

ＭＲＯ・メディカル事業※
売上高 424億円
前年同期差 ＋41億円

その他ＢｔｏＢ事業等
売上高 1,727億円
前年同期差 ＋72億円

17/５期 第３Ｑ累計（実績）
売上高 2,517億円
前年同期差 ＋220億円
前年同期比 109.6％

17/５期 第３四半期 連結売上高の増加要因

LOHACO
売上高 235億円
前年同期差 ＋94億円

ＭＲＯ・メディカル事業※
売上高 383億円
前年同期差 ＋66億円

その他ＢｔｏＢ事業等
売上高 1,654億円

16/５期 第３Ｑ累計（実績）
売上高 2,296億円
前年同期差 ＋277億円
前年同期比 113.7％

ロジスティクス事業・その他
売上高 36億円
前年同期差 ＋13億円

ロジスティクス事業・その他
売上高 22億円

＋13

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
・
そ
の
他

に
よ
る
増
加
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（億円）

配
送
サ
ー
ビ
ス
進
化

（Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
Ｏ
ｎ
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ)

の
一
時
コ
ス
ト

＋26

68

＋９

16/５期３Ｑ 営業利益
（実績） 68億円

17/５期３Ｑ 営業利益
（実績） 66億円

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
の

売
上
総
利
益
率
の
上
昇

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
の

増
収
効
果

△２ ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
の

先
行
投
資
（エ
コ
配
連
結
）

△１
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
の

そ
の
他
販
管
費
の
増
加

Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

福
岡
・横
浜
の
固
定
費
増

17/５期 第３四半期 連結営業利益の増減要因
16/５期 第３四半期（実績）
売上高前年同期比 113.7％
売上総利益率 22.4％
販管費比率 19.4％

17/５期 第３四半期（実績）
売上高前年同期比 109.6％
売上総利益率 22.8％
販管費比率 20.1％

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
の
増
収
に

と
も
な
う
変
動
費
の
増
加

△７
△３△２

Ｔ
ポ
イ
ン
ト
等

追
加
販
促 66

＋０

81

△16

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の

営
業
損
失
額
の
改
善

物流投資、積極販促

△６
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17/５期 ３Ｑ累計 品目別売上高 単体

単体売上高も
過去最高

注力品目は
２桁成長継続

前年同期比 前年同期比

億円 ％ 億円 ％

ＯＡ・ＰＣ 683 105.1 702 102.7

文具 300 107.2 313 104.2

生活用品 642 127.7 761 118.4

ファニチャー 150 106.6 151 101.2

ＭＲＯ 183 116.0 210 114.3

その他
（メディカル等） 138 114.0 154 111.8

合　計 2,099 113.2 2,293 109.2

16/５期 ３Ｑ累計 17/５期　３Ｑ累計
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04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期 11/５期 12/５期 13/５期 14/５期 15/５期 16/５期 17/５期

（1000社）

SOLOEL ARENAは順調に拡大
SOLOEL ARENA等売上金額

（億円）

42
85

149
224

297
345

387
451

534

SOLOEL ARENA等ご登録・稼動企業数

616

（計画）
1,1０0億円

710前期３Ｑ累計実績700億円

今期３Ｑ累計実績795億円
前年同期比 ;+13.5％

820

973

中堅企業

大手企業

中小事業所

個 人

113.5％の増収、好調を継続
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13/５期

通期

14/５期

通期

15/５期

通期

16/５期

通期

17/５期

３Ｑ累計

アルファパーチェスの16/５期
大型受注の反動はあるものの

２桁成長継続

ＢtoＢ事業 品目別売上高 前年同期比推移

ＭＲＯ＋メディカル

110.8％

ＢtoＢ事業

105.2％

（％）
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ＢtoＢ事業 売上総利益率推移

引き続き
改善に注力

単体

22

22.5

23

23.5

24

24.5

14/５期

通期

15/５期

通期

16/５期

通期

17/５期

３Ｑ累計
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新カタログ発刊

総ページ数    1,272 ページ

取扱商品数 約 35,750 アイテム

新規取扱商品数 約 2,350 アイテム

オリジナル商品数 約 6,850 アイテム

グリーン商品数 約 13,300 アイテム

＜参考＞ 2016秋･冬号（前号）の概要

　　　　　　　総ページ数 ：1,280ページ

　　　　　　　取扱商品数：約35,200アイテム

「アスクルカタログ2017春・夏号」
2017年２月発刊 44



新カタログ発刊～独自性～

独自性
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新カタログ発刊～付加価値～

付加
価値
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新カタログ発刊～環境～

環境
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売上総利益額 573億円 前年同期差 ＋58億円
売上総利益率 22.8％ 前年同期差 ＋0.4ポイント

＜四半期ごとの売上総利益率の推移＞
第１四半期：22.3％ 第２四半期：22.8％ 第３四半期：23.3％
➢ １Ｑは為替ポジション等の影響があった一方、２Ｑ以降は為替ポジションの良化

およびオリジナル商品のシェア拡大等により着実に改善

販管費 506億円 前年同期差 ＋60億円
売上高販管費比率 20.1％ 前年同期差 ＋0.7ポイント

＜四半期ごとの売上高販管費比率の推移＞
第１四半期：20.8％ 第２四半期：19.9％ 第３四半期：19.8％
➢ １ＱはTVCM等の販促費に加え、ASKUL Logi PARK 福岡・横浜の固定費増により販

管費比率は計画通り上昇したものの、２Ｑ以降は堅調な売上高推移に加え、新セン
ターの順調な稼働等もあり着実に改善

17/５期 ３Ｑ 連結 売上総利益・販管費
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建 設 仮 勘 定 （ 注 ２ ） 1,889 142

＋43.5％ 

△92.5％

ソフトウエア仮勘定（注２） 532 682 ＋28.2％

（単位：百万円）

科目名

16/５期
第３四半期累計

17/５期
第３四半期累計

金 額 金 額 前年同期比

【 設 備 投 資 額 】 8,652 3,586 △58.6％

有 形 固 定 資 産 7,241 1,560 △78.4％

無 形 固 定 資 産 1,411 2,025

（注１） 設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２） 建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。

設備投資額 35億円（年間計画 64億円）

物流センター能力増強 11億円
LOHACOサイト改修 ７億円
メディカルサイト統合 １億円

投資詳細
（参考）減価・ソフトウエア償却費 32億円 （年間計画 46億円）

17/５期 ３Ｑ 連結 設備投資

49



16/５期 ２月度 17/５期 ２月度 前年同月度差

オ リ ジ ナ ル 商 品 数 6,765 7,686 ＋921

単 体 売 上 高 構 成 比

（ う ち Ｂ t o Ｂ 事 業 ）

17.6％

（19.5％）

18.0％

（20.2％）

＋0.4ポイント

（＋0.7ポイント）

オリジナル商品 （単位：アイテム）

インターネット売上高比率

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。

16/５期
第３四半期累計

17/５期
第３四半期累計

前年同期差

イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 78.6％ 80.2％ ＋1.6ポイント

上 記 以 外 21.4％ 19.8％ △1.6ポイント

17/５期 ３Ｑ インターネット売上高比率、オリジナル商品

（注１） 各期２月度の単月実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値には、医療機関向けカタログ、衛生・介護用品カタログを含みます。
（注４） 17/５期２Ｑよりカタログ掲載だけなくインターネット掲載も含めて販売実績のあるオリジナル商品数を掲載しております。 50




